
様式３ 

会   議   録 
 

 □全部記録  ■要点記録 

１ 会 議 名     平成２７年度 第４回夢前地域審議会 

２ 開催日時     平成２７年１０月１５日（木曜日） 午後２時～午後３時５８分 

３ 開催場所     夢前事務所 ３階 多目的室 

４ 出席者名   

・夢前地域審議会委員  中塚和夫、松浦鉃昭、青井知子、赤松照子、上山陽一郎、 

大角正義、衣笠愛之、草別貞子、國光健一、清水敬造、鈴木信義、 

関 晄子、田路健輔、田路裕子、永安浩三、松川伸彦、椴木一人、 

吉川洋子 

以上１８名（会長及び副会長を除き５０音順 敬称略） 

・オブザーバー     東影 昭議員  

・本 庁        舟引総務局長、坂田総務部長、則政地域調整課長、澤部係長 

・事務局（夢前事務所） 松本所長、井上副所長、谷口課長補佐、河西主任 

                      

５ 傍聴の可否及び傍聴人数   傍聴可（０人）  傍聴人数（０人） 

６ 議題又は案件及び結論等 

 １ 平成２７年度答申について 

２ その他 

７ 会議の全部内容又は進行記録 

詳細については別紙参照 

 

地域審議会委員署名             

地域審議会委員署名             
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（開会宣言） 

ただ今から平成２７年度第４回夢前地域審議会を開催させていた

だきます。 

 

（配付資料の確認） 

１ 次第   ２ 出席者名簿   ３ 配席表 

４ 平成27年度夢前地域審議会答申書（案） 

５ 第３回夢前地域審議会会議録 

 

 

それでは審議に移ります。 

地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長

が議長を務めることとなっております。中塚会長よろしくお願いし

ます。 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。 

 

（定足数の確認） 

地域審議会の設置に関する協議第８条第３項の規定により半数以

上の委員の出席が必要 

委員２１名中１８名が出席のため、会議は成立 

  

（会議録署名人の指名） 

 姫路市地域審議会運営規則第９条第２項の規定により、永安委員、

椴木委員を指名。 

 

次第「２ 平成２７年度答申について」審議をいただきます。 

 

《答申（案）読み上げ》 

１． 産業廃棄物最終処分場の建設問題について 

 ２．産業・経済のさらなる振興について 

 ３．地域防災対策の充実と地域の実情に即応した整備の推進につ

いて 
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 では項目ごとに質疑をお願いします。まず「１．産業廃棄物最終

処分場の建設問題について」質疑をお願いします。 

 

北部農山村地域活性化基本構想の北部とはどの地域を指すか。担

当所管課は農政総務課のみで対応となるか。 

産業廃棄物最終処分場もふくめて計画していくのであれば、農政

総務課だけに頼るのではなく、広域で対応してほしい。 

 

北部農山村地域活性化基本構想の北部とは、香寺を除く夢前・安

富の２町である。 

農山村地域については農政総務課が所管課であり、産業局として

対応するが、他部署へ働きかけて、連携していく必要がある。 

 農林業だけでなく地域経済の観点からの活用方法を、この中で検

討していただきたいとの表現となっている。 

 

本文中、林地開発の許可申請が7月 29日付けで却下処分となって

いる経緯を教えてほしい。 

 

県から求められた補正が完了しないため、却下処分となった。 

却下処分を受け、60日以内に不服申立てができるが、それは過ぎ

て経過し、却下が確定と聞いている。 

 

 最終処分場ついては却下処分になってもまだ終っていないので、

姫路駅前などで署名活動をいまだ続けている。 

 

 では「２．産業・経済のさらなる振興について」質疑をお願いし

ます。 

 

 イノシシ・シカなど有害獣が増え、檻や柵などの対策では対応し

きれなくなっている。駆除が急務となっているため、強く訴えてほ

しい。ほかに保護区や禁猟区の兼ね合いもあり、夢前町以外の地区

との連携なども加えていただきたい。個体数を調査するなど具体的

な現状を記載して、対策を入れていただきたい。 

 高齢化率は思ったより進んでいる。農山村の活性化と高齢化率増
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や人口減の対策について、「空き家バンク」対策だけでなく、人口の

数値的な目標を入れていただきたい。 

 

 個体数の把握は難しいが個体数の減少の文言を入れるなど、現状

はかなり厳しい状況にあることが伝わるような文言にする。 

 

有害獣の農作物の被害に合わせ、交通事故にもつながるおそれが

あるため、命にかかわるということも入れていただきたい。 

 

「空き家バンク」を利用することについて、リフォームなどの助

成についても、詳しく記入していただきたい。 

 

空き家バンクについて、担当課で平成27年度中に空き家バンクの

登録を立ち上げ、登録やリフォームについての助成などは明確にな

ってくる。また、不動産業界や宅建業界などとの調整や、個人での

登録などについては準備中である。 

兵庫県の制度には夢前町・安富町エリアも該当している。 

これについては自治会や地元のご協力が必須である。 

 

次に「３．地域防災対策の充実と地域の実情に即応した整備の推

進について」質疑をお願いします。 

 

「設備が高額な分は地元負担で整備するもので、姫路市の補助金

額は夢前地域以外の自治会への補助額と変わらないため、自治会放

送の補助対象の見直しを認めます」の内容をもっと詳しく教えてほ

しい。 

 

今の補助制度は、新設の場合は１自治会１／３上限６０万円まで、 

更新追加の場合は１／３上限２０万円まで補助が有ります。これは

旧姫路市の有線の拡声器放送を対象としており、夢前町の告知放送

は対象外である。 

 告知放送の整備が高いとしても、市の補助の上限があるかぎりは

同じ条件なので、補助対象に入れてほしいという内容である。 
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 ここに至るまでの経緯を教えてほしい。 

  

 ケーブルテレビの告知放送は、現在とても危険な状態の中運営し

ているので、先延ばしすることはできない。 

 平成２８年４月からテレビ事業は、姫路ケーブルテレビに事務移

管することを決定している。 

 ただ告知放送は、移管できず姫路市の管理となる。現在３００件

程度の障害が起きており、現状復帰に現場対応している。  

当面姫路市は告知放送を続けるが、告知端末機の取り換え並びに、

大きな修繕や設備投資などには対応できない状況であるので、今か

ら対応策をたてる必要がある。 

 

 高齢化社会イコール情報難民になりつつある。報道・行政など社

会すべてがパソコン・スマホベースに考えている。 

 高齢化になるにつれて、電子機器から遠ざからざるをえない。 

 また教育を受けていない方も多いのに、いかに取り残されないよ

うにするか努力をしていない。 

 電子機器をうまく使いこなせない高齢者が多い社会の中で、パソ

コンやスマホありきで情報が発信されるのは、いかにも乱暴で隅々

には届いていない。  

対策は挙げられるが、社会の実態に沿っていない。 

真剣に考えてもらわないと行政の細やかさが信用できなくなって

いく。ますます高齢者が取り残され、見放されていく。 

このような中でこそ、地域の告知放送はぜひとも残していただき

たい。 

  

 このようなことを踏まえて、答申にあげている。 

 

 新市建設計画に基づき、事業が遂行されてきたが、まだ途中の事

業もある。どこまで行われてたか、また途中の事業についてはそれ

を１日でも早く実施してほしいと答申に入れてほしい。 

 

 用地買収や事業成果などから実現が難しい案件もあるが、新市建

設計画の早期完了についての記載は検討する。 
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 本日の審議につきましては、会長・副会長に一任していただき、

今後答申に繋げていきたい。 

 答申については、１１月２５日直接市長へ答申します。 

  

 次に「３．その他」について。 

  

 （地域事務所の今後のあり方について説明） 

 

 （置塩城まつりについて説明） 

 （廃棄物処理施設の事業計画のパンフレットについて説明） 

 

それではここで公務ご多忙の中、本日の審議会に出席いただいて

おります東影議員から本日の審議内容についてご意見をいただきた

いと思います。東影議員よろしくお願いいたします。 

 

本日の審議内容についてコメント。 

 

 

ありがとうございました。 

本年度の地域審議会は、この後特別な事案が発生しない限り、本

日をもって最後となります。 

 

（会長挨拶） 

 

（副会長挨拶） 

 

（総務局長挨拶） 

 

これで第４回地域審議会を終了させていただきます。 

本日は、長時間、ありがとうございました。 

 


